
１ 地区の特徴・状況、課題

〇 茨城県の県庁所在地である水戸市の北東へおよそ 15ｋｍにあり、太平洋に面している。低地

は水田（285ha）、台地は畑地（255ha）として活用し、サツマイモ等の栽培が盛んである。 農業

者の高齢化により、耕地の利用率が低下している。

○ 平成28年6月から8月にかけて、村内14集落でワークショップ形式による集落座談会を開催。主催した農業委員会と村の農業政策課だけでは

なく、JAなどの農業関係者や農業関係者以外の人も参加した。

○ 座談会は１集落当たり３回実施。ⅰ）現況の把握・情報の共有、ⅱ）５・10年後の理想を語る・決める、ⅲ）５・10年後の理想への到達方法を語

る・決める――をそれぞれの会で話し合い、農業を通した「まちづくり」という観点で話し合いを進めた。

○ 座談会を行うに当たっては農業委員と農地利用最適化推進委員が事務局と一緒に自ら声掛けをした。また、参加者の満足度を高めるような雰

囲気づくりを徹底した。参加者アンケートによると、約9割がワークショップ方式を支持している。

○ ワークショップ方式による座談会が功を奏し、農地中間管理機構への集積面積は、平成29～30年度には約55haと平成26～28年度の約8.9ha

から５倍近くの集積を達成した。特に、規模拡大に伸び悩んでいた北海道出身のネギを中心に生産する40代後半の認定農業者への集積が実

現した。

【農業委員会の体制】（平成28年4月1日移行）
〇新体制：農業委員14人、農地利用最適化推進委員6人、事務局職員4人
〇旧体制：農業委員17人、事務局職員3人

３ 課題解決に向けた活動（農地利用の最適化の推進の取組と工夫）

〇 規模拡大を希望していた認定農業者を中心に農地集積を達成した。
（集積率：平成26～28年度：8.9㏊→平成29～30年度：約55㏊）

２ 活動の成果
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